
コロナ禍での交流減・政治不信により深刻化した 

若者の政治離れ解消のための DX 活用による 

市民参加型地方自治プロセスの研究 

ミライ+コロナ 

佐藤理恵 



コロナ禍での交流減・政治不信により深刻化した若者の政治離れ解消

のための DX 活用による市民参加型地方自治プロセスの研究 

目次

1) 若者の政治への関与の現状 

2) 文化と新型コロナウィルスについての真実 

3) 若い世代の政治参加への4つの課題 

4) 日本における既往事例 

5) 世界での DX 活用事例 

6) 政治 (市民参加型地方自治) の DX

7) 結論 



そもそも本当に 

若い世代は 

政治から離れているのか？ 



衆議院議員総選挙における年代別投票率(抽出)の推移 

出典：総務省  
URL： https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/sonota/nendaibetu/

● 20代の投票率が最も低い  

● 投票率は年齢が若くなればなるほど下がる  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投票率で考えると 

若い世代は政治から離れている 



政治決定過程への関与 (意識調査) 

出典：内閣府「特集1　日本の若者意識の現状～国際比較からみえてくるもの～」  
URL：https://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/r01honpen/s0_1.html

「私個人の力では政府の決定に影響を与えられない」と答える人が多い  

私個人の力では 

政府の決定に影響を  

与えられない

そう思う 

どちらかといえば 

そう思う 
どちらかといえば 

そう思わない 

思わない 

わからない 



日本には「社会をよりよくするため、  

私は社会における問題の解決に寄与したい」と考える人の割合が少ない  

政治決定過程への関与（諸外国比較） 

出典：内閣府「特集1　日本の若者意識の現状～国際比較からみえてくるもの～」  
URL：https://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/r01honpen/s0_1.html
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文化と新型コロナウィルス 

についての真実 



日本では 13％ しか「自国が感染拡大に対応する準備ができていた」と回答し

なかった 

自国が感染拡大に対応する準備ができていたか 

「Truth About Culture and COVID-19 Wave 9（文化と新型コロナウィルスについての真実 第 9回調査）」 (McCANN WORLD GROUP JAPAN,2021)



日本は世界と比較して最も多くの回答者 (55％) が「政府や政治家への信頼

を失った」と回答した  

パンデミックへの対応から信頼を失った組織・機関はどれか 

「Truth About Culture and COVID-19 Wave 9（文化と新型コロナウィルスについての真実 第 9回調査）」 (McCANN WORLD GROUP JAPAN,2021)



日本の若い世代は 

政治参加から離れている 



なぜ若い世代が 

政治参加しないのか？ 



1. 政治の他人ごと化、生活との乖離 

2. 複雑で難解な社会課題 

3. 解決策としての未認識 

4. 煩わしい事務手続き・選挙制度 

若い世代の政治参加への4つの課題 





1．政治の他人ごと化、生活との乖離  



2002年生まれ 

男性 

選挙に行く/政治への関心大  

● 小学生のころから親の選挙にはついていっていた 

 

● 高校時代ブラック校則に関心を持ち、政治への関心とつながった 

 

● なぜか周りの同年代には政治への恐怖心があるように思える 



コロナ禍で政治が自分の生活に影響すると感じる人が増えたものの、  

「自分自身の行動で、国や社会を変えられると感じる」人は減っている  

コロナ禍以前と以降を比べた政治・社会問題への関心の増減 

出典：日本財団18歳意識調査 第42回 テーマ：「コロナ禍と社会参加」  
URL：https://www.nippon-foundation.or.jp/who/news/pr/2021/20211027-63486.html

政治や選挙が 

自分自身の 

生活に影響 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感じる 

33.9%
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17.5%
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し減った 

12.6%

減った + 少
し減った 

19.7%



政党や政治家に日本が直面する課題の解決を期待できないと考える人が７割を超えるなど、  

政治に対する国民の信頼がコロナ禍でさらに低下する結果に。  

政治不信の傾向は 20代、30代の若い世代で目立っている。  

政治家を自分たちの代表だと思っているか 

出典：言論NPO「政治家を自分たちの代表とは思わない、が最多 ～2019年第2回民主主義に関する世論調査結果～」  
URL：http://www.genron-npo.net/future/archives/7410.html

20代未満 

20代 

50代 

60代以上 

40代 

30代 



2．複雑で難解な社会課題 



2002年生まれ 

女性 

選挙に行く/普段の政治的関心は高くない  

● 論点がありすぎてどこに投票したらいいか、分からない 

 
● 政策を見てこの政党が良いと思っていたが、投票マッチングを 

してみて自分が思ってもみなかった政党が出てきて驚いた 



社会課題の複雑化・ステークホルダーの多様化により、意思決定の困難さが増している。 

これらの要因により、単独あるいは少数の専門分野の知による課題解決はますます困難となっている。  

政治家を自分たちの代表だと思っているか 

出典：「総合知」の基本的考え方及び戦略的に推進する方策＜中間とりまとめ＞（案）  
URL：https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20220317/siryo1_2.pdf



3．解決策としての価値の未認識 



2002年 

女性 

選挙に行かない 

関心のある社会問題がないわけではないが、 

選挙で変えられるとは思えない 



中高生に若者が選挙に行かない理由は「自分が投票しなくても政治に影響はないと思うから」であ

ると分かる。このことから、選挙が価値のあるものだと思われていない可能性が高いと考えられる。  

政治家を自分たちの代表だと思っているか 

出典：リセマム「中高生の76％、選挙に行かなくても『政治に影響ない』」  
URL：https://resemom.jp/article/2019/12/06/53722.html



4．煩わしい事務手続き・選挙制度 



2003年 

男性 

選挙に行くときと行かないときがある  

住民票を今の居住地に移していないので、 

実家に帰っている時のみの投票になってしまう 



これまで若者の政治参加を促すために 

どのようなことが 

日本で行われてきたのか 



出前授業は主権者教育の重要性が増したことにより、  

学校からの要望も急増している状況であるが、選挙管理委員会の人員不足により体制が  

整わず、すべての要望に対応できない事態が生じている  

管理選挙委員会による出前授業＆模擬投票 

出典：目黒区　「区内学校における選挙出前授業（主権者教育）」  
URL：https://www.city.meguro.tokyo.jp/smph/gyosei/senkyo/keihatsu/seitokaisenkyo.html

【学校】



参考：主権者教育の2020年度実施状況  【学校】



2017年から児童生徒が主体的に郷土のことを学習する「ふるさと学習」を導入し、町の問題を自分

ごととして捉え、自ら考え、自ら判断し、行動する教育を実施している。  

ふるさと学習を通した主権者教育 千葉県酒々井町 

出典：「酒々井学」で郷土への誇りを。歴史・文化・自然を学ぶ【酒々井町】  
URL：https://www.soumu.go.jp/main_content/000838854.pdf 
画像出典：チイコミ！「『酒々井学』で郷土への誇りを。歴史・文化・自然を学ぶ【酒々井町】」(https://www2.chiicomi.com/press/1827947/)

【自治体】



若者と政治を近づけるための「仕組みづくり」として、候補者や公約などの情報を可視化。政治的中

立な立場からわかりやすい情報を提供することで投票の質の向上を目指している。  

NPO法人Mielka 　Japan Choice 

出典：NPO法人Mielka「データとテクノロジーによる情報の可視化で投票の質の向上へ」Mielkaラボ事業  
URL：https://www.soumu.go.jp/main_content/000838854.pdf

【NPO】



茨城県つくば市は中高一貫校と連携して、全国ではじめて全校生徒が投票する生徒会選挙に  

ネット投票を一部導入した。  

生徒会選挙のインターネットでの実施 

出典：「日経XTECH 「つくば市の中高一貫校が生徒会選挙で日本初のネット投票、生徒が求めた『必要な機能』  
URL：https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00001/05815/  
画像出典：KDDI「つくば市が取り組む選挙DX「インターネット投票」実証実験の裏側に迫る！」(https://biz.kddi.com/beconnected/feature/2021/210908/)  
 
 

【学校×企業】



世界での潮流としてのDX 



共同ガバナンス。政治に参画できるのは大臣からまだ投票権のない10代までと幅広く、  

誰もが同等の権利と共同決定権を持つ。  

vTaiwan : 政府と市民が共同で統治する「参加型公共サービス」 

出典：vTAIWANJoin  
URL：https://info.vtaiwan.tw/  
 
 
 
 



オンラインで多様な市民の意見を集め、議論を集約し、政策に結びつけていくための機能を有して

いる参加型民主主義プロジェクトのためのオンラインツール。  

Decidim : 市民参加のためのデジタルプラットフォーム 

出典：Decidim  
URL：https://decidim.org/ja/  
 
 



政治 (市民参加型地方自治) の DX



対話・熟議に基づいた合意形成を実現するオンライン・プラットフォーム「 Liqlid」をはじめとする、民

主主義のDXを具現化するソフトウェア群の開発、販売している。  

出典：Liquitous  
URL：https://liquitous.com/  
 
 

Liqlidと対立解消アルゴリズムを組み合わせた社会的合意形成プロセス  

 

Liqlid : 対話・熟議型合意形成を実現するオンラインプラットフォーム 



若い世代の政治参加を支援するためには、 

政治参加方法・プラットフォームのDX化ではなく 

その前段階である、 

「政治で取り扱う複雑で難解な社会課題が自分にも関係が

ある（政治の自分ごと化）」 

という認識をもてることから始まる 

結論




